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モ
ン
テ
ィ
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ー
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と
南
山
大
学
所
蔵
関
連
資
料

―
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
、
絵
葉
書
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

中
尾
世
治
・
坂
下
凌
哉　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
南
山
大
学
史
料
室
︵
現 

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
︶
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
南
山
大
学
の
元
教
員
で
あ
っ
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー

の
資
料
と
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
の
報
告
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
彼
の
生
涯
を
ま
と
め
、
第
二
章
で
所
蔵
資
料
の
暫

定
的
な
分
類
を
お
こ
な
い
、
資
料
を
概
観
す
る
。
第
三
章
で
は
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
と
所
蔵
資
料
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

な
お
、
二
―
︵
二
︶
か
ら
二
―
︵
四
︶
は
坂
下
が
担
当
し
、
そ
れ
以
外
は
中
尾
が
担
当
し
た
。
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一　

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
京
都
帝
国
大
学
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
講
師
と
し
て
働
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
彼
に
つ
い
て
は
、
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
仏
文
科
の
教
員
で
あ
っ
た
太
宰
施
門
と
伊
吹
武
彦
に
よ
る
回
想
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
山
大
学
が
所
蔵
し
て
い

た
資
料
に
は
、
履
歴
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
こ
れ
ら
を
用
い
な
が
ら
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
を
以
下
に
ま
と
め
て
い
く
。

ジ
ョ
ゼ
フ
・
カ
ル
ド
ン
・
ド
・
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
︵Joseph M

arie B
ernard Etienne C

ardon de M
ontigny

︶
は
一
八
八
〇
年
、
ラ
ン
ス

北
部
、
現
在
の
ユ
ー
ル
県
ベ
ル
ネ
区
サ
ン
レ
ジ
ェ
城
︵Saint-Léger, C

om
m

une de B
ernay, D

épartem
ent d

ʼEure

︶
に
生
ま
れ
て
い

る︶
1
︵

。
太
宰
、
伊
吹
の
回
想
は
と
も
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
貴
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。﹁
北
仏
ノ
ル
マ
ン
ジ
ー
地
方

に
広
大
な
領
地
を
も
っ
て
い
た
大
貴
族
の
末
裔
﹂
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
際
に
一
族
の
者
が
国
外
追
放
、
あ
る
い
は
処
刑
さ
れ
た

と
伊
吹
は
本
人
か
ら
聞
い
て
い
る︶

2
︵

。
ま
た
、
太
宰
に
よ
れ
ば
、﹁
大
革
命
の
恐
怖
政
治
時
代
に
、
近
親
九
人
ま
で
ギ
ヨ
テ
ィ
ー
ヌ
の
処

刑
を
受
け
た
と
い
う
家
柄
﹂
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る︶

3
︵

。
一
九
〇
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
紋
章
学
の
文
献
に
は
、サ
ン
レ
ジ
ェ
城
の
カ
ル
ド
ン
・

ド
・
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
一
族
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
第
一
帝
政
期
の
一
八
一
一

年
八
月
二
一
日
に
男
爵
︵baron

︶
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
一
八
一
五
年
二
月
三
日
に
文
書
で
承
認
さ
れ
た
と
あ
り︶

4
︵

、
革
命
後
に
名
誉

回
復
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
部
の
文
書
に
は
敬
称
と
し
て
﹁
男
爵
﹂
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。

一
八
九
九
年
、
パ
リ
市
内
の
﹁
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス
中
学
﹂
を
卒
業
し︶

5
︵

、﹁
大
学
文
学
・
哲
学
科
入
学
資
格
試
験
﹂
に
合
格
し
て
い
る︶

6
︵

。

一
九
〇
〇
年
に
東
洋
現
代
語
専
門
学
校
︵l'Ecole spéciale des langues orientales vivantes

︶
に
入
学
し︶

7
︵

、
同
年
イ
ン
ド
を
旅
行
し
て

い
る︶

8
︵

。
一
九
〇
三
年
、
修
了
試
験
に
合
格
し
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
修
了
証
を
取
得︶

9
︵

、
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九
一
一
年
ま
で
八
年
間
、
パ
リ

市
内
の
ユ
ニ
オ
ン
・
火
災
保
険
株
式
会
社
︵L

ʼU
nion. C

om
pagnie A

nonym
e d

ʼA
ssurances contre l

ʼIncendie

︶
の
会
計
係
と
し
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て
勤
務
し
た︶

10
︵

。

履
歴
書
︵
３
︶
で
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
極
東
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
た
と
記
述
さ
れ
て
い

る︶
11
︵

。
な
お
、
当
初
は
イ
ン
ド
と
極
東
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ユ
ニ
オ
ン
・
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
、
自
社
の
サ
イ

ゴ
ン
︵
現
ホ
ー
チ
ミ
ン
︶、
ハ
イ
フ
ォ
ン
︵
北
ベ
ト
ナ
ム
の
港
湾
都
市
︶、
上
海
、
横
浜
、
神
戸
の
支
店
長
、
他
社
の
ボ
ン
ベ
イ
と
カ
ル

カ
ッ
タ
の
支
店
長
に
宛
て
て
、
旅
行
の
便
宜
を
図
る
よ
う
に
要
請
し
た
紹
介
状
が
残
っ
て
い
る︶

12
︵

。
こ
の
旅
行
の
時
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー

は
初
め
て
来
日
し
た︶

13
︵

。
一
方
、
履
歴
書
︵
２
︶
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
六
年
ま
で
神
戸
市
で
﹁
ラ
ザ
ラ
ホ
ン
ベ
ー
ル
商

会
﹂
に
書
記
と
し
て
勤
務
し
た
と
さ
れ
る︶

14
︵

。
神
戸
に
一
定
期
間
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
、﹁
神
戸
フ
ラ
ン
ス
人
会
﹂

︵C
olonie Française de K

obe

︶
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
日
本
を
離
れ
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
健
康
を
気
遣
う
手
紙
が
一
九
二
〇
年
に
送
ら
れ
て

い
る︶

15
︵

。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
一
一
年
末
に
保
険
会
社
を
辞
め
、
一
九
一
二
年
に
イ
ン
ド
、
極
東
を
旅
す
る
な
か
で
、
日
本
を
廻

り
神
戸
で
就
職
の
口
を
み
つ
け
、
四
年
ほ
ど
働
き
、
こ
の
間
に
も
南
北
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
一
九
一
六
年
に
神
戸
を
去
り
、
サ
イ
ゴ
ン
に
向
か
っ
た
。

履
歴
書
︵
２
︶
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で
の
四
年
間
、
サ
イ
ゴ
ン
の
﹁
ソ
シ
エ
テ
ー
コ
メ
シ
ヤ
ル
、
ブ
ラ
ー

セ
ス
ダ
ー
ラ
ド
シ
ン
商
会
﹂
に
会
計
係
と
し
て
勤
務
し
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
﹁
私
用
﹂
で
﹁
コ
ー
チ
シ
ナ
﹂
に
在
住

し
て
い
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る︶

16
︵

。
所
蔵
資
料
に
は
、
一
九
一
九
年
の
神
戸
の
旅
行
会
社
に
よ
る
天
竜
川
旅
行
の
見
積
書
が
あ
り︶

17
︵

、
日
本

に
は
継
続
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
二
四
年
の
﹁
会
社
清
算
﹂
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
を
含

む
フ
ラ
ン
ス
人
三
名
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の
プ
ラ
ン
タ
ー
一
名
に
よ
っ
て
、
一
九
二
一
年
一
二
月
六
日
か
ら
コ
メ
の
商
業
開
発
を
目
的
と

し
て
、
“LA

K
O

M
E

”と
い
う
会
社
を
設
立
し
た
が
、
一
九
二
四
年
八
月
五
日
に
廃
業
し
て
い
る︶

18
︵

。
一
九
二
四
年
時
点
で
カ
プ
・
サ
ン
・

ジ
ャ
ッ
ク
︵
現
ブ
ン
タ
ウ
︶
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
も
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る︶

19
︵

。
な
お
、
一
九
二
二
年
と
一
九
二
三
年
に
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は
サ
イ
ゴ
ン
の
住
所
宛
の
絵
葉
書
が
届
い
て
お
り︶

20
︵

、
一
九
二
三
年
末
か
ら
一
九
二
四
年
初
頭
の
あ
い
だ
に
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
に

移
り
住
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
頃
、
日
本
人
女
性
と
サ
イ
ゴ
ン
で
一
九
二
八
年
五
月
一
二
日
に
結
婚
の
契
約
を
交
わ
し
、
一
九
二
八
年
六
月
一
六
日
に
カ

プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
で
挙
式
し
て
い
る︶

21
︵

。
な
お
、
太
宰
と
伊
吹
の
回
想
に
も
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
に
日
本
人
配
偶
者
が
い
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
が
、
彼
女
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
結
婚
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
ザ
デ
ィ
ン
州
︵Province de 

G
iadinh

、
現
ベ
ト
ナ
ム
︶
の
デ
ィ
ア
ン
村
︵D

ian

︶
の
ゴ
ム
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
保
有
し
、
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
土
地
と

建
物
の
一
部
を
購
入
し
て
い
る︶

22
︵

。
な
お
、
所
蔵
資
料
に
は
こ
の
デ
ィ
ア
ン
村
の
土
地
区
分
の
地
図
が
含
ま
れ
て
い
る︶

23
︵

。

一
九
二
九
年
九
月
一
〇
日
付
の
ア
レ
テ
︵
行
政
命
令
︶
に
よ
っ
て
、モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
州
評
議
会
︵C

onseil 

de Province

︶
の
構
成
員
に
任
命
さ
れ
た︶

24
︵

。
二
年
ご
と
に
更
新
さ
れ︶

25
︵

、
一
九
三
三
－
三
四
年
︶
の
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
人
物
名
鑑
に
は
、

カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
評
議
員
︵C
onseiller de Province

︶ 

と
し
て
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る︶

26
︵

。
な
お
、
こ
の

評
議
員
に
つ
い
て
、
履
歴
書
︵
１
︶
で
は
﹁
地
方
参
事
官
﹂、
履
歴
書
︵
２
︶
で
は
﹁
県
会
議
員
﹂
と
訳
さ
れ
て
い
る︶

27
︵

。
仏
領
イ
ン
ド

シ
ナ
の
官
報
に
はC

onseiller de Province

と
い
う
地
位
そ
の
も
の
の
記
載
が
な
い
こ
と
か
ら︶

28
︵

、
植
民
地
行
政
官
で
は
な
く
植
民
地
の

民
間
評
議
員
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
一
九
二
九
年
六
月
、
も
し
く
は
七
月
ご
ろ
か
ら
一
定
期
間
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は

サ
イ
ゴ
ン
で
暮
ら
し
て
い
る︶

29
︵

。
一
九
三
一
年
一
一
月
二
〇
日
付
の
妻
か
ら
の
手
紙
で
は
、
サ
イ
ゴ
ン
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
出
か
け
て
い

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
に
屋
敷
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
し
ば
し
ば
サ
イ
ゴ
ン
に
出
か
け
て
い
た
よ

う
で
あ
る︶

30
︵

。

一
九
三
三
年
一
〇
月
二
三
日
付
の
ア
レ
テ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
二
年
間
評
議
員
の
期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の

こ
と
を
伝
え
る
手
紙
の
宛
先
は
神
戸
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
す
で
に
日
本
に
移
住
し
て
い
た︶

31
︵

。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
の
モ
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ン
テ
ィ
ニ
ー
の
足
取
り
は
あ
や
ふ
や
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
神
戸
で
は
﹁
初
級
か
ら
文
法
上
級
ま
で
、
学
生
か
ら
欧
州
留
学
帰
り
の

者
に
ま
で
﹂
外
国
語
を
教
え
て
い
た︶

32
︵

。
そ
の
後
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
神
戸
か
ら
京
都
に
居
を
移
す
。

京
都
に
移
っ
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
、
一
九
三
五
年
、
伊
吹
武
彦
の
自
宅
を
訪
問
し
た︶

33
︵

。
こ
の
当
時
、
伊
吹
は
京
都
帝
国
大
学
文
学
部

仏
文
科
の
非
常
勤
講
師
で
あ
っ
た︶

34
︵

。
何
の
紹
介
も
な
く
突
然
現
れ
、﹁
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ョ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員
・
カ
ル
ド
ン
・
ド
・

モ
ン
チ
ニ
ー
﹂
と
い
う
名
刺
を
出
し
、
身
の
上
を
簡
単
に
説
明
し
た
後
に
﹁
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
宅
教
授
を
し
よ
う
と
思
う
。
新
聞
に
三

行
広
告
を
出
し
た
い
の
で
、
ど
う
か
そ
の
文
案
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
伊
吹
に
要
請
し
た
。﹁
数
日
後
そ
の
広
告
が
で
る
と
、
さ
っ

そ
く
数
名
の
弟
子
が
で
き
、
氏
は
大
満
足
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
﹂
と
伊
吹
は
回
想
し
て
い
る
。

註
︵
13
︶
に
記
し
たTanaka
に
よ
る
文
章
で
は
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
田
中
飛
鳥
町
の
百
万
遍
寺
の
近
く
に
住
ん
で
お
り
、
自
宅
で

二
〇
名
の
生
徒
た
ち
に
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
の
私
塾
を
開
い
て
い
た
と
さ
れ
る︶

35
︵

。
初
級
ク
ラ
ス
は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
日
本
語
だ
け

で
お
こ
な
わ
れ
、
歴
史
に
つ
い
て
教
え
、﹁
象
牙
や
象
の
足
、
シ
ャ
ム
の
仏
像
な
ど
﹂
の
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
も

の
や
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
せ
て
い
た
と
い
う
。

履
歴
書
︵
１
︶
で
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
京
都
の
関
西
日
仏
学
館
で
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
に
就
任
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

Tanaka

の
文
章
に
は
関
西
日
仏
学
館
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、Tanaka

は
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
京
都
に
来
て
か
ら
三
年
が

す
で
に
経
っ
た
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
神
戸
に
居
住
し
、

一
九
三
五
年
に
京
都
に
移
り
、
一
九
三
八
年
ご
ろ
ま
で
自
宅
で
私
塾
を
開
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
入
手
で
き
て
い
る
関
西
日
仏
学
館
の
資
料
で
は
、
一
九
三
七
年
の
﹃
關
西
日
佛
學
館
新
館
﹄︶

36
︵

と
一
九
三
八
年
の
活
動
報
告︶

37
︵

の
教

授
一
覧
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
名
前
が
確
認
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
一
覧
に
は
、
極
東
の
考
古
学
・
人
類
学
の
研
究
の
た
め
に
来
日
し
て

い
た
ル
ロ
ワ
＝
グ
ー
ラ
ン
の
名
前
も
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
関
西
日
仏
学
館
で
先
史
学
や
文
化
史
の
講
義
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
履
歴
書
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︵
１
︶
で
は
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
一
九
五
〇
年
ま
で
関
西
日
仏
学
館
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
、
一
九
三
七
年
一
〇
月
か
ら
一
九
五
〇
年

三
月
ま
で
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
仏
文
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
た︶

38
︵

。

伊
吹
は
、﹁
戦
後
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
日
本
人
の
奥
さ
ん
を
失
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
氏
の
後
姿
に
弧
影
悄
然
た
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
間
も
な
く
氏
が
京
大
を
辞
し
た
の
は
、
夫
人
と
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
京
都
の
町
が
、
急
に
住
み
づ

ら
く
な
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
﹂
と
推
察
し
て
い
る︶

39
︵

。
日
本
人
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
時
期
は
、﹁
戦
後
﹂
と
し
か
分
か
っ
て
い

な
い
。
没
後
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
九
四
八
年
に
は
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
す
で
に
妻
に
先
立
た
れ
、
こ
の
年
に
住
み

込
み
の
家
事
手
伝
い
と
し
て
滝
本
春
子
を
雇
っ
て
い
る︶

40
︵

。
こ
の
記
事
で
は
、南
山
大
学
の
初
代
学
長
で
あ
る
パ
ッ
ヘ
の
要
請
に
よ
っ
て
、

南
山
大
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
と
し
て
名
古
屋
に
転
居
し
た
と
さ
れ
る
。
自
宅
は
南
山
教
会
の
近
く
の
瑞
穂
区
上
山
町
に
あ
っ
た︶

41
︵

。
し

か
し
、
着
任
の
二
年
後
、
一
九
五
二
年
一
二
月
二
六
日
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
名
古
屋
で
亡
く
な
る
。
京
都
で
世
話
に
な
っ
た
滝
本
春
子

に
全
遺
産
を
譲
る
と
い
う
遺
書
を
残
し
て
お
り
、
膨
大
な
遺
産
が
贈
ら
れ
た
。
死
後
、
こ
の
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る︶

42
︵

。

二　

暫
定
的
な
分
類
と
南
山
大
学
所
蔵
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
史
料
の
概
要

第
一
章
で
ま
と
め
た
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
そ
の
生
涯
を
南
山
大
学
の
教
員
と
し
て
閉
じ
た
。
詳
し
い
経
緯
は
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
が
、
彼
の
遺
し
た
文
書
、
葉
書
、
写
真
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
が
南
山
大
学
史
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

暫
定
的
な
分
類
と
し
て
、
我
々
は
、
文
字
史
料
と
し
て
の
文
書
、
葉
書
、
写
真
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
区
分
し
、
整
理
を
お
こ
な

っ
た
。
な
お
、
一
部
の
葉
書
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
は
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
葉
書
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
そ
れ
ぞ
れ
の

媒
体
と
し
て
の
重
要
性
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
貫
性
を
考
慮
し
、
文
字
史
料
に
は
組
み
入
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
位
分
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類
と
し
た
。

︵
一
︶　

文
字
史
料

文
字
史
料
の
大
半
は
私
信
と
な
っ
て
い
る
が
、
履
歴
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

一
章
で
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
は
既
存
の
文
献
か
ら
は
再
構
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
全
体
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
む
よ
う
な
、

履
歴
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
は
﹁
史
料
Ａ
︵
基
礎
史
料
︶﹂
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
他
の
文
書
は
年

代
ご
と
に
分
類
し
た
︵
表
１
︶。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
内
容
は
基
本
的
に
は
私
信
で
あ
る
が
、﹁
史
料
Ｂ
︵
パ
リ
時
代
︶﹂
の
も

の
で
は
旅
行
の
紹
介
状
、﹁
史
料
Ｄ
︵
仏
印
時
代
︶﹂
に
は
土
地
の
貸
借
、
会
社
の
運
営
に
関
す
る
文

書
が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。﹁
史
料
Ｆ
︵
そ
の
他
︶﹂
に
分
類
し
た
も
の
は
雑
誌
の
断
片
的
な
切

り
抜
き
、
楽
譜
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
言
及
し
た
デ
ィ
ア
ン
村
の
地
図
が
二
点

あ
る
。

　
︵
二
︶
葉
書

葉
書
は
、
書
き
込
み
が
あ
る
も
の
を
使
用
済
み
葉
書
、
書
き
込
み
が
な
い
も
の
を
未
使
用
葉
書
と
し
て
分
類
し
た
。
総
数
は
三
二
八

点
で
あ
っ
た
︵
表
２
︶。

使
用
済
み
葉
書
は
一
二
九
点
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
葉
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
日
付
か
ら
年
代
が
判
別
で
き
る
も
の
が
一
〇
四
点
、

 

史料分類 点数
A(基礎史料) 16
B(パリ時代1899-1911年) 7
C(神戸時代1911-16年) 3
D(仏印時代1916-32年) 14
E(京都･名古屋時代1933-52年) 11
F(その他) 7

合計 58

表１　文字史料の分類と史料の点数
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判
別
が
で
き
な
い
も
の
が
二
五
点
あ
っ
た
。

年
代
が
判
別
で
き
る
葉
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
〇
〇
年
代
︵
三
四
点
︶
～
一
九
一
〇
年
代
︵
四
点
︶
は
葉
書
の
写
真
、絵
の
内
容
か
ら
全
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

一
九
二
〇
年
代
︵
二
七
点
︶
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
期
よ
り
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
宛
て
の
住
所
に
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
絵
葉
書
︵
写
真
葉
書
︶
が
登
場
す
る
︵
日
本
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
な
ど
︶。
さ
ら
に
こ
の
年

代
の
中
に
、
確
認
で
き
る
限
り
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
新
年
の
挨
拶
が
二
点
存
在
す
る
。
一
九
三
〇
年
代
︵
三
四
点
︶
に
な
る
と
、
こ

の
時
期
よ
り
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
宛
て
の
住
所
が
京
都
の
も
の
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
四
〇
年
代
︵
一
点
︶
の
も
の
も
、
住
所
は
京

都
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
年
代
は
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
住
所
か
ら
神
戸
に
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
一
九
一
一
～
一
九
一
六

年
の
も
の
を
神
戸
時
代
︵
四
点
︶
と
し
て
分
類
し
た
。

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
書
き
込
み
は
あ
る
が
、
日
付
等
、
使
用
さ
れ
た
年
代
を
判
断
す
る
記
載
が
な
い
葉
書
を
年
代
判
別
不
可
と

し
て
分
類
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
葉
書
に
記
載
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
名
ご
と
で
分
類
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
リ

ー
ズ
名
で
分
類
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
写
真
・
絵
の
内
容
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
け
、
そ
の
他
に
分
類
し
た
。

一
二
九
点
の
史
料
済
み
葉
書
に
対
し
て
、
未
使
用
葉
書
は
一
九
九
点
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
未
使
用
葉
書
は
、
写
真
・
絵
の
内
容
か
ら

イ
ン
ド
シ
ナ
、
日
本
、
そ
の
他
と
し
て
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。

イ
ン
ド
シ
ナ
の
葉
書
︵
一
〇
〇
点
︶
も
、
使
用
済
み
葉
書
の
イ
ン
ド
シ
ナ
葉
書
と
同
様
に
、
葉
書
に
記
載
さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
名
で
の

分
類
を
お
こ
な
っ
た
。
日
本
の
葉
書
︵
七
一
点
︶
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
葉
書
の
写
真
や
絵
の
内
容
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
、
皇
族
、
観
光
、

風
景
、
記
念
葉
書
に
分
類
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
は
全
て
、
関
東
大
震
災
時
と
思
わ
れ
る
東
京
・
横
浜
の
惨
状
を
示
す
写
真
で
あ
る
。

ま
た
、
皇
族
の
分
類
は
全
て
、
皇
族
に
ま
つ
わ
る
絵
葉
書
で
あ
る
。
観
光
に
分
類
し
た
も
の
は
、
観
光
地
・
名
勝
地
を
示
す
写
真
で
あ
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り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
で
分
類
し
た
。
そ
の
他
︵
二
八
点
︶
に
つ
い
て
は
、
葉
書
の
内
容
︵
写
真
・
絵
・
印
刷
文
字
︶

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
測
で
き
る
が
、
個
別
具
体
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
た
め
、
す
べ
て
そ
の
他
に
分
類
し
た
。

︵
三
︶
写
真

次
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
所
有
し
て
い
た
写
真
の
分
類
に
つ
い
て
述
べ
る
。
写
真
の
総
数
は
六
八
六
点
で
あ
る
︵
表
３
︶。

写
真
は
大
き
く
分
け
て
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
は
、
資
料
と
し
て
の
ア
ル
バ

ム
の
一
貫
性
を
考
慮
し
、
ア
ル
バ
ム
の
写
真
は
下
位
の
分
類
項
目
を
設
定
せ
ず
、
そ
の
ア
ル
バ
ム
の
中
に
何
点
写
真
が
存
在
す
る
か
と

い
う
分
類
に
と
ど
め
た
。
ま
た
、
そ
う
で
な
い
写
真
は
、
そ
の
内
容
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
、
も
し
く
は
日
本
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
分
類
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
分
類
し
た
。

︵
１
︶
ア
ル
バ
ム

ア
ル
バ
ム
は
六
冊
あ
り
、
ア
ル
バ
ム
に
綴
ら
れ
て
い
る
写
真
の
総
数
は
三
一
一
点
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ム
①
︵
全
一
三
点
︶
は
、
全
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
と
思
わ
れ
る
写
真
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
写
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ア
ル
バ
ム
②
︵
九
八
点
︶
は
全
て
日

本
で
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
写
っ
て
い
る
も
の
も
何
点
か
あ
る
が
、
多
く
は
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
日

本
人
配
偶
者
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
写
真
の
サ
イ
ズ
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ル
バ
ム
③
︵
50
点
︶

は
全
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
写
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ア
ル
バ
ム
④
︵
五
〇
点
︶
で
は
船

の
航
海
の
様
子
や
、
ア
ジ
ア
系
の
子
ど
も
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
風
景
と
思
わ
れ
る
写
真
も
確
認
で
き
る
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
写
っ
て
い
る
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1910s

神戸時代

使用済み合計

未使用合計

★ 葉書合計

未使用

ニュース

皇族
富士山
妙見山

Edition Photo NADAL Saïgon(その他)

その他

Anciens Etablissement Gillot
Comité Cambodgien de la Société des Amis d'Angkor
EDITION LA PAGODE SAIGON

インドシナ

日本

使用済み

年
代
判
別
可

インドシナ合計

1940s

洛北金福寺

年
代
判
別
不
可

年代判別可合計

年代判別不可合計

René　Tétart, rue Paul-Bert, Hanoi

Collection V. Fauvel, Haïphong

EDITION LA PAGODE SAIGON
その他（インドシナ）

その他（ヨーロッパ）

Edition Albert Porail
L. Crespin, Saïgon

Collection Poujade Ladevéze

表２　葉書(43)
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も
の
は
な
い
。
ア
ル
バ
ム
⑤
︵
五
〇
点
︶
で
は
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
等
の
建
造
物
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
に

綴
ら
れ
て
い
る
写
真
の
撮
影
場
所
は
イ
ン
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ル
バ
ム
⑥
︵
五
〇
点
︶
は
ア
ル
バ
ム
⑤
と
同
様
、
被
写
体
と

な
っ
て
い
る
寺
院
に
よ
れ
ば
イ
ン
ド
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 ︵
２
︶
イ
ン
ド
シ
ナ

イ
ン
ド
シ
ナ
の
写
真
は
一
一
九
点
あ
る
。
こ
れ
ら
を
軍
関
連
、
風
景
、
人
物
に
わ
け
て
分
類
し
た
。

兵
士
や
戦
場
の
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
も
の
を
軍
関
連
︵
一
三
点
︶
と
し
て
し
た
。
戦
争
中
の
写
真
は
全
九
枚
で
、
そ
れ
ら
の
サ
イ

ズ
は
縦
五
・
二
×
横
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
他
の
写
真
と
比
較
し
て
小
さ
い
。
そ
の
他
四
枚
は
斬
首
刑
が
執
行
さ
れ
て
い
る
状
況
の

写
真
で
あ
る
。

被
写
体
の
中
心
が
人
物
以
外
に
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
風
景
︵
五
三
点
︶
と
し
て
分
類
し
た︶

44
︵

。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
写
真
の
内
容
か
ら
被
写
体
の
中
心
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
分
類
を
お
こ
な
い
、
家
屋
な
ど
の
建
造
物
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
も
の
を

建
造
物
、
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
を
撮
影
し
た
も
の
を
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
、
被
写
体
と
し
て
自
動
車
が
採
用
さ
れ
て

い
る
も
の
を
車
、
そ
れ
以
外
の
も
の
を
そ
の
他
と
し
て
分
類
し
た
。

被
写
体
の
中
心
が
人
物
︵
四
三
点
︶
の
も
の
を
人
物
と
し
て
分
類
し
た
。
ま
ず
、
人
物
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人︶

45
︵

と
ア
ジ
ア
人
の
み
で
分
類

し
た
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
分
類
は
、
撮
影
さ
れ
た
場
所
に
注
目
し
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
を
ア
ン
コ
ー
ル
遺

跡
、
そ
れ
以
外
を
そ
の
他
と
分
類
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
も
被
写
体
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
含
ま
れ
る
も
の
に
関
し
て
は
そ
の
枚
数
を

括
弧
内
に
入
れ
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
ア
ジ
ア
人
の
み
と
し
た
も
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
被
写
体
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
現
地
の
人
々
が

そ
の
中
心
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
馬
車
や
車
、
象
と
い
っ
た
乗
り
物
が
被
写
体
と
し
て
採
用
さ
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れ
て
い
る
も
の
を
乗
り
物
︵
一
四
点
︶
と

し
て
分
類
し
た
。
こ
の
乗
り
物
に
は
全
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
写
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
と

記
載
さ
れ
た
大
判
の
航
空
写
真
が
一
〇
点

確
認
で
き
た
。

︵
３
︶
日
本

日
本
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
日
本
と

し
、
こ
の
総
数
は
八
〇
点
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
写
真
に
は
裏
面
に
書
き
込

み
が
あ
る
も
の
が
存
在
し
た
た
め
、
裏
面

に
書
き
込
み
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
で

そ
れ
ぞ
れ
裏
面
に
記
述
あ
り
、
裏
面
に
記

述
な
し
と
し
て
分
類
し
た
。

二
五
点
の
裏
面
の
記
述
は
全
て
日
本
語

で
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
モ
ン
テ

ィ
ニ
ー
︵
も
し
く
は
夫
人
︶
に
宛
て
ら
れ

 

13
98
50
50
50
50

311
9
4

13
12
12
4

25

53

アンコール（内モンティニー氏が写っているもの） 6（5)
その他（内モンティニー氏が写っているもの） 18(4)

24
5
2

遺跡（内モンティニー氏が写っているもの） 5(5)
その他（内モンティニー氏が写っているもの） 6(1)

車合計 11
1(1)

14(7)
43

航空写真 10
119
23
2

25
34（3）

21
55
80

24（2）
112（6）

136
23
12
3

38
2

686

軍関連
戦争中の写真
斬首刑の様子

インドシナ軍関連合計

風景

建築物
アンコール遺跡
車

その他風景等

インドシナ（風景）合計

ヨーロッパ人
ヨーロッパ人合計

風景
裏面に記述なし合計

乗り物

馬車

車

象（内モンティニー氏が写っているもの）
乗り物合計(内モンティニー氏が写っているもの）

人物合計
カプ・サン・ジャック

アルバム⑥

アジア人（のみ）

アルバム合計

★ 写真合計

Saïgon（アルバム）

モンティニーの
日本人配偶者

ヨーロッパ
モンティニーの日本人配偶者合計

日本時代合計

インドシナ合計

裏面に記述あり
人物
風景

裏面に記述あり合計

裏面に記述な
し

人物（内モンティニー氏が写っているもの）

ポートレート
日本芸能

ポートレート合計

その他

写真

人物

インドシナ

日本

日本（内モンティニー氏が写っているもの）
海外（内モンティニー氏が写っているもの）

アルバム

アルバム①
アルバム②
アルバム③
アルバム④
アルバム⑤

表３　写真
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た
と
考
え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
り
、
写
っ
て
い
る
人
物
の
名
前
だ
っ
た
り
と
様
々
で
あ
る
。
裏
面
に
記
述
な
し
︵
五
五
点
︶

の
中
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
三
点
確
認
で
き
た
。

︵
４
︶
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
日
本
人
配
偶
者

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
日
本
人
配
偶
者
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
総
数
一
三
六
点
で
あ
っ
た
。そ
の
中
で
も
撮
影
地
を
日
本︵
二
四

点
︶、
海
外
︵
一
一
二
点
︶
に
分
類
し
た
。

︵
５
︶
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

厚
紙
に
印
刷
、
も
し
く
は
貼
ら
れ
た
写
真
を
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
し
て
分
類
し
、
三
八
点
が
あ
っ
た
。

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
の
印
字
や
写
真
の
内
容
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
と
思
わ
れ
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
二
三
点
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
表
紙
にSaïgon

と
記
さ
れ
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
集
︵
ア
ル
バ
ム
︶
の
中
に
一
二
点
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
確
認
で
き
た
。
写
真

の
内
容
は
、
サ
イ
ゴ
ン
の
町
並
み
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の
歌
舞
伎
や
芸
者
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
三
点
存

在
し
た
。

︵
６
︶
そ
の
他

裸
体
の
黒
人
女
性
三
名
が
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
二
枚
あ
っ
た
。
う
ち
一
枚
は
、
日
本
人
と
思
わ
れ
る
人
物
が
一
緒
に
写
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
か
判
別
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
他
と
し
て
分
類
し
た
。
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︵
四
︶
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
総
数
六
五
点
で
あ
っ
た
︵
表
３
︶。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
、
年
代
が
表
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
年
代
な
し
、
年
代
あ
り
に
そ
れ
ぞ
れ
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。

年
代
の
表
記
は
な
い
も
の
の
、
一
部
、
記
載
さ
れ
て
い
る
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
宅
の
住
所
か
ら
年
代
が
推
定
で
き
そ

う
な
も
の
も
あ
る
が
、
年
代
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
全
て
年
代
な
し
と
し
、
三
四
点
を
数
え
た
。

年
代
が
判
別
で
き
る
も
の
は
年
代
あ
り
と
し
、
三
一
点
で
あ
っ
た
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
居
住
地
に
合
わ
せ
、
イ

ン
ド
シ
ナ
時
代
︵
一
九
一
六
～
一
九
三
二
年
：
五
点
︶、
京
都
時
代
︵
一
九
三
三
～
一
九
五
〇
年
：
二
三
点
︶、
名

古
屋
時
代
︵
一
九
五
〇
～
五
二
年
：
三
点
︶
と
分
類
し
た
。

 

三　

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
と
所
蔵
資
料
の
位
置
づ
け

　
最
後
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
と
南
山
大
学
所
蔵
の
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
資
料
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

︵
一
︶
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
フ
ラ
ン
ス
語
教
師

第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
東
洋
現
代
語
専
門
学
校
で
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
学
び
、
在
学
中
と
就
職
後
に
ア
ジ
ア
に
旅

行
に
で
て
、
そ
の
後
、
神
戸
で
職
を
得
て
い
る
。
彼
は
早
い
時
期
か
ら
ア
ジ
ア
に
関
心
を
寄
せ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
オ
リ
エ
ン
ト
の
過
ぎ
去
っ
た
歴
史
や
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
へ
の
憧
憬
と
い
っ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
基
本
的
な
性
質︶

46
︵

を
モ
ン
テ

 

34
5

23
3

31
65

クリスマ
スカード

年代なし

年代あり

カープサンジャック
京都
名古屋

年代あり合計
★ クリスマスカード合計

表３　クリスマスカード
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ィ
ニ
ー
も
共
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
所
蔵
資
料
に
も
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
の
史
跡
の
写
真
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
︵
図
１
、２
︶。
一
部
に
、
イ
ン

ド
の
市
場
と
い
っ
た
同
時
代
の
様
子
が
写
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
︵
図
３
︶、
在
地
の
近
代
化
を
捉
え
た
写
真
は
乏
し
い
。
ま
た
、

い
か
に
も
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
を
喚
起
さ
せ
る
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
物
の
写
真
が
あ
る
一
方
で
︵
図
４
︶、
当
時
の
村
落
や
都
市
の
風

俗
を
写
し
撮
る
よ
う
な
写
真
は
わ
ず
か
し
か
な
い
。
こ
う
し
た
写
真
の
傾
向
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
関
心

を
如
実
に
反
映
し
て
い
る︶

47
︵

。

他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
日
本
の
フ
ラ
ン
ス
語
︵
フ
ラ
ン
ス

文
学
︶
教
育
へ
の
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
貢
献
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー

自
身
は
ア
グ
レ
ジ
ェ
︵
教
授
資
格
所
有
者
︶
で
は
な
く
、
翻
訳
も
著
作
も
残
さ
ず
、
め
だ

っ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
が
、
地
味
な
が

ら
継
続
的
な
貢
献
を
果

た
し
て
い
た
。
い
く
つ

か
文
脈
を
補
い
な
が

ら
、
こ
の
こ
と
を
示
し

て
お
き
た
い
。

第
一
章
で
み
た
よ
う

に
、モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
、

図1　アンコール遺跡（「写真、インドシナ、
風景、アンコール遺跡」）

図2　インド史跡（「写真、アル
バム⑤」）
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一
九
三
三
年
ご
ろ
に
は
、
神
戸
に
移
住
し
、
外
国
語
教
育
を
︵
お
そ
ら
く
自
宅
で
︶
お
こ
な
っ
て
い
た
。
遅
く
と
も
一
九
三
七
年
に
は

関
西
日
仏
学
館
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
講
師
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
日
仏
学
館
は
一
九
二
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
、
文
化
振
興
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
ク
ロ
ー
デ
ル
の

発
案
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ク
ロ
ー
デ
ル
は
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
七
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
が︶

48
︵

、
着
任
後
す
ぐ
に
日
本

に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
普
及
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
一
九
二
二
年
の
京
都
帝

国
大
学
で
の
講
演
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
と
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
普
及
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る︶

49
︵

。
こ
の
当
時
、
京

都
帝
国
大
学
に
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
講
座
が
開
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
太
宰
施
門
が
一
九
二
三
年
四

月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
科
目
を
担
当
し
、
講
座
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
二
五
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る︶

50
︵

。
つ
ま
り
、
一
九
二
〇
年
代

初
頭
に
は
京
都
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
制
度
が
ほ
と
ん
ど
整
っ
て
お
ら
ず
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
京
都
に
や
っ
て
き
た
時
期
は
、
よ
う

図4　民族衣装を来た男性（「写
真、インドシナ、人物、アジア
人（のみ）」）

図3　インドの市場（「写真、ア
ルバム⑤」）
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や
く
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
の
制
度
の
確
立
が
な
さ
れ
た
頃
に
重
な
っ
て
い
る
。

﹃
京
都
大
学
文
学
部
50
年
史
﹄
の
付
録
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
か
ら
一
九
五
〇
年
三
月
ま
で
、
京
都
帝

国
大
学
文
学
部
仏
文
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
、﹁
仏
蘭
西
文
學
﹂の
授
業
を
担
当
し
て
い
た
と
さ
れ
る︶

51
︵

。
わ
ず
か
な
記
載
で
は
あ
る
が
、

一
二
年
と
い
う
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
、
か
つ
太
平
洋
戦
争
を
ま
た
い
で
教
育
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
強
調
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
た
一
九
四
九
年
の
京
都
大
学
の
文
学
部
に
は
外
国
人
教
員
は
わ
ず
か
六
名
し
か

お
ら
ず
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
そ
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る︶

52
︵

。
さ
ら
に
、
こ
の
六
名
の
な
か
で
戦
前
に
京
都
帝
国
大
学
の
教

壇
に
の
ぼ
っ
た
者
は
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
を
除
け
ば
、
一
九
三
二
年
に
一
度
だ
け
ド
イ
ツ
語
学
・
ド
イ
ツ
文
学
を
教
え
た
三
浦
ア
ン
ナ︶

53
︵

だ

け
で
あ
る︶

54
︵

。
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
仏
文
科
の
最
初
期
の
教
員
で
あ
っ
た
太
宰
施
門
と
伊
吹
武
彦
が
回
想
で
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
に
言
及
し

て
い
る
の
は
、
貴
族
出
身
と
い
う
彼
の
家
柄
の
珍
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
戦
争
中
も
日
本
に
残
り
、
長
く
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
に
あ
た
っ

て
い
た
こ
と
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻
訳
の
手
助
け
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
岩
波
文
庫
の
﹃
家

な
き
娘
︵
上
︶﹄
の
訳
者
の
あ
と
が
き
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。﹁
カ
ル
ド
ン
・
ド
ゥ
・
モ
ン
チ
ニ
ー
氏
は
、
い
つ
も
な
が
ら
の
変
わ
ら

ぬ
友
情
を
も
っ
て
、
微
力
な
訳
者
の
疑
問
を
懇
切
に
解
い
て
下
さ
っ
た
。
特
に
記
し
て
感
謝
の
徴
意
を
表
し
た
い
﹂︶

55
︵

。
訳
者
で
あ
る
津

田
穣
の
他
の
訳
書
や
岩
波
文
庫
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
訳
書
を
あ
た
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
訳
書
の
謝
辞
で
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
名
前
が
直

接
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、﹃
家
な
き
娘
︵
上
︶﹄
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
翻
訳
へ
の
多
少
の
貢
献

は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
伊
吹
の
回
想
で
は
、﹁
ド
・
モ
ン
チ
ニ
ー
氏
は
以
前
京
大
の
講
師
を
つ
と
め
、
私
の
翻
訳

と
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
…
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
を
舞
台
に
し
て
そ
の
風
俗
を
多
分
に
取
り
入
れ
た
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
の
小
説
﹃
ボ
ヴ
ァ
リ
ー

夫
人
﹄
を
翻
訳
し
て
い
た
頃
、
こ
の
写
実
主
義
の
大
家
の
微
に
入
り
細
に
穿
っ
た
服
装
、
例
え
ば
祭
り
に
着
て
踊
る
綺
麗
な
チ
ョ
ッ
キ



128

の
描
写
が
、
実
物
を
知
ら
な
い
か
ら
ど
う
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
出
身
の
モ
ン
チ
ニ
ー
氏
の
家
を
訪
ね
て
聞
い

て
見
る
と
…
﹂
と
あ
る︶

56
︵

。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
チ
ョ
ッ
キ
の
実
物
やboc

と
い
う
馬
車
の
写
真
を
伊
吹
に
見
せ
た
と
い
う
。
こ
の
伊
吹
の

訳
に
よ
る
﹃
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
﹄
は
岩
波
文
庫
の
も
の
で
あ
る
が
、
あ
と
が
き
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
へ
の
謝
辞
は
な
い
。
活
字
と
し
て
は

残
り
に
く
い
微
細
な
貢
献
は
、
ほ
か
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
を
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
を
わ
た
り
歩
い
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
と
日
本

に
定
住
し
て
以
後
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
し
て
の
側
面
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
章
の
史
料
紹
介
で
み
た
よ
う
に
、
モ
ン
テ

ィ
ニ
ー
の
生
涯
を
微
細
に
検
討
で
き
る
ほ
ど
の
史
料
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
。
と
は
い
え
、
彼
に
似
た
境
遇
に
あ
っ
た
者
た
ち
は
数
多

く
い
た
は
ず
で
あ
る
。

パ
リ
の
保
険
会
社
を
辞
し
た
後
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
の
よ
う
な
流
浪
の
者
た
ち
に
と
っ
て

の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
社
会
史
と
い
っ
た
研
究
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
生
涯
は
そ
の
一
つ
の
事
例
と
な
り
え
る
だ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
お
雇
い
外
国
人
に
つ
い
て
の
研
究
と
は
異
な
っ
た︶

57
︵

、
そ
れ
以
降
の
外
国
語
教
育
の
た
め
の
外
国
人

教
師
の
社
会
史
の
一
コ
マ
と
し
て
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
他
の
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
モ
ン
テ
ィ

ニ
ー
の
特
異
な
生
涯
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

︵
二
︶
葉
書
と
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

二
で
述
べ
た
よ
う
に
、
写
真
は
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
の
関
心
に
基
づ
い
た
や
や
類
型
的
な
も
の
や
妻
や
友
人
を
被
写
体
と
し

た
私
的
な
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
航
空
写
真
は
、
年
代
と
場
所
が
特
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
景
観
の
歴
史
的
な
再
構
成
に
は
有
益
な
資
料
と
い
え
る
。
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葉
書
は
一
貫
し
た
意
図
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
や
や
数
も
少
な
い
た
め
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
単
独
で
は
そ
れ
ほ

ど
資
料
的
価
値
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
葉
書
の
性
格
を
考
慮
す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
研
究
分
野
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
。

二
で
ふ
れ
た
が
、
南
山
大
学
所
蔵
の
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
資
料
の
葉
書
に
は
、
三
八
点
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
葉
書
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
挿
絵
と
し
た
絵
葉
書
が
絶
大
な
人
気
を
博
し
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万

博
で
フ
ラ
ン
ス
の
絵
葉
書
は
﹁
黄
金
時
代
﹂
を
迎
え
、
収
集
の
対
象
と
な
っ
て
い
た︶

58
︵

。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
一
九
〇
〇
年
に
パ
リ
の
東
洋

現
代
語
専
門
学
校
に
入
学
し
て
お
り
、

絵
葉
書
と
そ
の
収
集
へ
の
熱
気
を
共
有

し
た
世
代
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

日
本
に
お
け
る
絵
葉
書
の
ブ
ー

ム
も
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

一
九
〇
四
年
の
日
露
戦
争
の
勃
発
に
よ

っ
て
、
大
陸
へ
の
通
信
手
段
と
し
て
絵

葉
書
の
需
要
が
急
激
に
増
大
し
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
を
目
的
と
し
た
戦

役
記
念
の
絵
葉
書
が
一
大
ブ
ー
ム
と
な

り
、
東
京
市
内
に
絵
葉
書
販
売
店
が
乱

立
し
、
全
国
に
絵
葉
書
収
集
ク
ラ
ブ
が

図5　関東大震災（「葉書、未使用、日本、ニ
ュース」）

図6　名勝地（「葉書、未使用、日本、観光、
長良川」）
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生
ま
れ
た︶

59
︵

。
戦
前
の
絵
葉
書
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
で
は
、
絵
葉
書
は
、
そ
の
高
度
な
印
刷
技
術
と
速
報
性
か
ら
、
新
聞
や
雑
誌
と
同

等
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
で
は
罹
災
状
況
を
記
録
す
る
絵

葉
書
が
発
行
さ
れ
、
災
害
状
況
が
全
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う︶

60
︵

。
な
お
、
所
蔵
資
料
に
お
い
て
も
、
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
罹
災
し

た
東
京
や
横
浜
の
惨
状
を
写
し
た
絵
葉
書
が
あ
る
︵
図
５
︶。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
資
料
の
日
本
の
葉
書
で
は
、
名
勝
を
写
し
た
も
の

が
多
く
︵
図
６
︶、
日
本
で
も
絵
葉
書
収
集
を
さ
さ
や
か
な
趣
味
と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図7　インドネシアの葉書（「葉書、未使用、イ
ンドシナ」）
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絵
葉
書
の
資
料
と
し
て
の
最
大
の
特
徴
は
、
住
所
・
宛
名
欄
の
印

刷
様
式
、
葉
書
に
貼
付
さ
れ
た
切
手
・
消
印
な
ど
か
ら
作
成
年
代
／

使
用
年
代
の
大
ま
か
な
特
定
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
一
定
数
の
絵

葉
書
が
参
照
で
き
る
場
合
、
絵
葉
書
の
写
真
に
写
さ
れ
た
景
観
・
被

写
体
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る︶

61
︵

。

言
い
換
え
れ
ば
、
絵
葉
書
は
、
作
成
年
代
と
被
写
体
の
場
所
が
特
定

し
や
す
く
、
そ
の
た
め
に
、
他
の
絵
葉
書
と
の
相
互
比
較
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
葉
書
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と

し
て
の
絵
葉
書
は
、
少
量
で
は
あ
ま
り
資
料
的
価
値
を
も
た
な
い
が
、

他
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
参
照
可
能
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
的

な
価
値
を
大
き
く
持
つ
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
資
料
の
葉
書
は
必
ず
し
も
す
べ
て
が
絵
葉
書
で

は
な
く
、
数
量
か
ら
し
て
も
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
単
独
で
は
あ
ま
り

資
料
的
価
値
が
高
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
公
開
さ
れ
、
他
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
比
較
可
能
に

な
っ
た
と
き
、
こ
の
資
料
は
調
査
・
研
究
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

図8　シリーズ化された葉書（「葉書、未使用、インドシナ」）
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ま
た
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー

関
連
資
料
で
特
徴
的
な
も

の
は
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の

葉
書
一
〇
〇
点
で
あ
る
。

分
類
作
業
の
な
か
で
、
仏

領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
絵
葉
書

は
、
作
成
す
る
会
社
に
よ

っ
て
、
住
所
・
宛
名
欄
の

印
刷
様
式
が
異
な
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
︵
図

７
︶、
写
真
に
番
号
が
ふ

ら
れ
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て

い
る
も
の
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
︵
図
８
︶。

モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関
連
資
料

の
み
で
会
社
ご
と
の
シ
リ

ー
ズ
を
す
べ
て
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
公
開
し
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
資
料
的
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現

在
、
日
本
国
内
で
は
、
こ
う
し
た
資
料
が
公
開
さ
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
確
認
で
き
て
い
な
い︶

62
︵

。
そ
の
意
味
で
は
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
関

図9　個人で製作されたクリスマスカード、（上）表紙（下）中
身（「クリスマスカード、年代なし」）

図10　印刷されたクリスマスカード、（左）表紙（右）中身
（「クリスマスカード、年代あり、京都時代」）
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連
資
料
の
公
開
は
独
自
の
貢
献
を
果
た
し
う
る
。

最
後
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
総
数
六
五
点
と
や
や
少
量
で
は
あ
る
が
、
個

人
で
制
作
さ
れ
た
も
の
や
印
刷
さ
れ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
た
︵
図
９
、
10
︶。
残
念
な
が
ら
日
本
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
歴
史
研

究
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
風
習
の
伝
来
と
伝
播
、
デ
ザ
イ
ン
の
模
倣
や
流
用
は
、
信

仰
を
実
践
か
ら
具
体
的
に
捉
え
る
格
好
の
素
材
で
あ
る
。
現
状
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
い
ま
だ
資
料
と
し
て
の
意
義
が
明
確
に
さ

れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
歴
史
資
料
と
し
て
位
置
付
け
て
、
展
示
・
公
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
問
題
提
起
と
な
り
う

る
で
あ
ろ
う
。結

論

本
稿
で
は
、
南
山
大
学
史
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
南
山
大
学
の
元
教
員
で
あ
っ
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
の
資
料
と
彼
の
生
涯
に
つ
い

て
の
報
告
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
述
べ
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
貴
族
出
身
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト

と
し
て
の
彼
の
関
心
が
所
蔵
資
料
の
写
真
に
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
つ
ぎ
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
と
し
て
の

彼
の
側
面
に
つ
い
て
述
べ
、
一
九
三
〇
年
代
の
京
都
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
教
育
制
度
の
萌
芽
期
に
教
育
を
開
始
し
た
こ
と
、
京
都
帝

国
大
学
・
京
都
大
学
で
戦
中
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
教
育
を
お
こ
な
っ
た
例
外
的
な
外
国
人
教
師
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン

ス
文
学
の
翻
訳
に
多
少
の
貢
献
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
が
昭
和
以
降
の
外
国
人
語
学
教
員

の
歴
史
研
究
の
一
事
例
と
な
り
う
る
こ
と
を
述
べ
た
。
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資
料
と
し
て
は
、
全
体
と
し
て
、
単
独
で
は
研
究
の
積
極
的
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
葉
書
は
デ
ジ
タ
ル
・
ア

ー
カ
イ
ブ
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
、
他
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
の
比
較
参
照
が
可
能
と
な
り
、
資
料
的
価
値
を
も
つ
こ
と
、
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
は
そ
の
も
の
が
積
極
的
な
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
展
示
・
公
開
に
よ
っ
て
積
極
的
に
資
料
と
し
て
位
置
付
け
、
問

題
提
起
を
お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　

註

︵
1
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
１
︶、
パ
ス
ポ
ー
ト
。

︵
2
︶　

伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時
あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思
い
出
﹂﹃
以

文
会
友　

京
都
大
学
文
学
部
今
昔
﹄、
二
〇
〇
五
年
、
京
都
大
学
学
術

出
版
会
、
三
三
一
・
三
三
二
頁
。
初
出
は
一
九
六
八
年
。

︵
3
︶　

太
宰
施
門
﹁
外
人
教
師
﹂﹃
京
都
大
学
文
学
部
五
十
年
史
﹄、
一
九
五
六

年
、
京
都
大
学
文
学
部
、
四
五
二
頁
。

︵
4
︶　W

igniolle, J. 1903 Annuare général héraldique pour 1903. O
rgane 

officiel. part 2. D
es cours, de m

onde-diplom
atique et de la 

noblesse.  Paris: s. n. p. 419

︵
5
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
２
︶。

︵
6
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
１
︶。

︵
7
︶　

史
料
Ａ
、
東
洋
現
代
語
専
門
学
校
入
学
証
明
証
。

︵
8
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
３
︶、
た
だ
し
、
こ
れ
は
後
年
の
記
述
で
あ
り
、

一
九
一
一
年
の
イ
ン
ド
・
極
東
旅
行
と
の
混
同
の
可
能
性
が
あ
る
。

︵
9
︶　

史
料
Ａ
、
東
洋
現
代
語
専
門
学
校
修
了
証
明
書
。

︵
10
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
２
︶、
史
料
Ｂ
、
一
九
一
一
年
一
二
月
二
三
日

付
の
ユ
ニ
オ
ン
火
災
保
険
株
式
会
社
か
ら
の
紹
介
状
。

︵
11
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
３
︶

︵
12
︶　

史
料
Ｂ
、
一
九
一
一
年
一
二
月
二
三
日
付
の
ユ
ニ
オ
ン
火
災
保
険
株

式
会
社
か
ら
の
紹
介
状
。

︵
13
︶　

史
料
Ａ
、﹁
古
都
に
戯
れ
る
と
い
う
至
上
の
慰
め　

畳
の
上
で
死
す

こ
と
を
決
意
し
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
氏
の
生
涯
﹂︵
タ
イ
プ
文
、
仏
語
︶。

著
者
年
代
不
明
。
た
だ
し
、
欄
外
にM

. Tanaka

と
い
う
手
書
き
の
記

述
が
あ
る
。
内
容
か
ら
一
九
四
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
乃
木
希
典
が

自
害
し
た
一
九
一
二
年
に
日
本
に
来
て
い
る
、
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

︵
14
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
２
︶。

︵
15
︶　

史
料
Ｃ
、
一
九
二
〇
年
七
月
二
六
日
付
の
差
出
人
不
明
、
イ
ン
ド
シ

ナ
・
フ
ラ
ン
ス
商
社
︵L

a Societe C
om

m
erciale Francaise de

 l'Indochina

︶
の
サ
イ
ゴ
ン
店
長
宛
の
手
紙
。
サ
イ
ゴ
ン
市
に
居
住
し

て
い
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
宛
に
転
送
さ
れ
て
い
る
。
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︵
16
︶　

史
料
Ａ
、
履
歴
書
︵
２
︶。

︵
17
︶　

史
料
Ｃ
、﹁
天
竜
川
旅
行
旅
程
表
﹂︵
英
語
︶。

︵
18
︶　

史
料
Ｄ
、﹁
会
社
清
算
﹂。
な
お
、
後
年
の
伊
吹
の
回
想
に
﹁
仏
印
―
―

い
ま
の
ベ
ト
ナ
ム
で
米
の
取
引
を
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
﹂
と
い
う
一

節
が
あ
る
。
伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時
あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思

い
出
﹂、
前
掲
、
三
三
一
頁
。

︵
19
︶　

史
料
Ｄ
、﹁
会
社
清
算
﹂。

︵
20
︶　
﹁
葉
書
／
使
用
済
み
／
年
代
判
別
可
／1920s

﹂、
一
九
二
九
年
四
月

二
五
日
付
の
絵
葉
書
、
一
九
二
三
年
一
一
月
二
二
日
付
の
絵
葉
書
。

︵
21
︶　

史
料
Ｄ
、﹁
売
買
契
約
書
類
﹂。

︵
22
︶　

史
料
Ｄ
、﹁
売
買
契
約
書
類
﹂。

︵
23
︶　

史
料
Ｆ
、﹁
デ
ィ
ア
ン
村
地
図
﹂。

︵
24
︶　

史
料
Ｄ
、
一
九
二
九
年
九
月
一
〇
日
付
の
ア
レ
テ
。

︵
25
︶　

史
料
Ｄ
、
一
九
三
一
年
九
月
一
四
日
付
の
ア
レ
テ
。

︵
26
︶　Lacroix-Som

m
é et al. (éds) 1933 Indochine Adresses. 1ère année 

1933-1934. Annuaire com
plet (européen et indigène) de toute 

l'Indochine, com
m

erce, industrie, plantations, m
ines, adresses 

particulières.  A
lbert Portail: Saigon. p. 989

︵
27
︶　

な
お
、
履
歴
書
︵
１
︶
で
は
一
九
三
一
年
か
ら
任
官
し
た
こ
と
に
、

履
歴
書
︵
２
︶
で
は
一
九
二
九
年
か
ら
任
官
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

︵
28
︶　Annuaire adm

inistratif de l'Indochine.  1931, 1932, 1934.

︵
29
︶　
﹁
葉
書
、
使
用
済
み
、
年
代
判
別
可
、1920s

﹂、
一
九
二
九
年
五
月

一
一
日
付
の
絵
葉
書
は
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
住
所
宛
で
届
い
て

い
る
が
、
一
九
二
九
年
八
月
八
日
付
、
同
年
九
月
七
日
付
、
同
年
九
月

一
七
日
付
の
絵
葉
書
は
カ
プ
・
サ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
の
住
所
が
書
か
れ
て

い
る
が
、
サ
イ
ゴ
ン
の
住
所
に
転
送
さ
れ
て
い
る
。

︵
30
︶　
﹁
葉
書
／
使
用
済
み
／
年
代
判
別
可
／1920s

﹂、
一
九
三
一
年
一
一

月
二
〇
日
付
の
妻
の
久
枝
か
ら
の
手
紙
。
こ
の
手
紙
は
日
本
語
が
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
で
書
か
れ
て
い
る
。
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
は
こ
の
時
点
で

す
で
に
日
本
語
の
会
話
は
で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
31
︶　

史
料
Ｄ
、
一
九
三
三
年
一
〇
月
二
三
日
付
の
ア
レ
テ
。

︵
32
︶　

史
料
Ａ
、﹁
古
都
に
戯
れ
る
と
い
う
至
上
の
慰
め　

畳
の
上
で
死
す

こ
と
を
決
意
し
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
氏
の
生
涯
﹂。

︵
33
︶　

伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時
あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思
い
出
﹂、

前
掲
。

︵
34
︶　

著
者
不
明
﹁
伊
吹
武
彦
教
授
略
歴
並
び
に
著
作
目
録
﹂﹃
人
文
論
究
﹄

一
九
︵
四
︶、
一
九
六
九
年
。

︵
35
︶　

史
料
Ａ
、﹁
古
都
に
戯
れ
る
と
い
う
至
上
の
慰
め　

畳
の
上
で
死
す

こ
と
を
決
意
し
た
モ
ン
テ
ィ
ニ
ー
氏
の
生
涯
﹂。

︵
36
︶　

マ
ル
シ
ャ
ン
、
ル
イ
、
宮
本
正
清
訳
、
日
仏
文
化
協
会
、
一
九
三
七

年
、
六
九
頁
。

︵
37
︶　
﹃
日
仏
文
化
協
会
・
関
西
日
仏
学
館
会
務
報
告. 

昭
和
12
年
度
﹄、
九

頁
。

︵
38
︶　
﹁
付
録
﹂﹃
京
都
大
学
文
学
部
50
年
史
﹄、
一
九
五
六
年
、
京
都
大
学

文
学
部
、
三
九
八
頁
。

︵
39
︶　

伊
吹
武
彦
﹁
あ
の
時
あ
の
頃
―
―
モ
ン
チ
ニ
ー
講
師
の
思
い
出
﹂、
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前
掲
、
三
三
五
頁
。

︵
40
︶　
﹃
毎
日
新
聞
﹄
夕
刊
一
九
五
三
年
一
月
二
一
日
付
﹁
遺
産
百
万
円
舞

込
む 

仏
人
か
ら
看
護
婦
へ
﹂。

︵
41
︶　

史
料
Ｅ
、
一
九
五
二
年
、
ジ
ョ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
の
手
紙
。

︵
42
︶　
﹃
毎
日
新
聞
﹄
夕
刊
一
九
五
三
年
一
月
二
一
日
付
﹁
遺
産
百
万
円
舞

込
む 

仏
人
か
ら
看
護
婦
へ
﹂。

︵
43
︶　

な
お
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
葉
書
の
出
版
社
名
の
表
記
は
資
料
に
即
し
て

記
載
し
た
。

︵
44
︶　

こ
れ
は
、
基
本
的
に
人
物
が
写
っ
て
い
な
い
、
写
っ
て
い
て
も
カ
メ

ラ
目
線
で
な
か
っ
た
り
、
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
そ
の
人

物
で
は
な
く
風
景
が
被
写
体
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
た
。

︵
45
︶　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
ア
ジ
ア
人
が
一
緒
に
写
っ
て
い
る
も
の
に
関
し
て

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
分
類
し
た
。

︵
46
︶　

サ
イ
ー
ド
、
エ
ド
ワ
ー
ド　

W
、
板
垣
雄
三
・
杉
田
英
明
監
修
、
今

沢
紀
子
訳
、﹃
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム　

上
、下
﹄、一
九
九
三
年
、平
凡
社
。

︵
47
︶　

な
お
、
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
考
古
学
へ

の
関
心
に
つ
い
て
は
、
藤
原
貞
朗
、﹃
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
の
憂
鬱: 

植
民
地
主
義
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
者
と
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
考
古

学
﹄、
め
こ
ん
、
二
〇
〇
八
年
に
詳
し
い
。

︵
48
︶　

ク
ロ
ー
デ
ル
、
ポ
ー
ル
、
奈
良
道
子
訳
、﹃
孤
独
な
帝
国　

日
本
の

1920

年
代 

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
外
交
書
簡1921-27

﹄、一
九
九
九
年
、

草
思
社
、
七
頁
。

︵
49
︶　

ク
ロ
ー
デ
ル
、
ポ
ー
ル
、
前
掲
、
九
八
頁
。

︵
50
︶　

京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
、﹃
京
都
大
学
百
年
史: 

部
局
史
編

一
﹄、
一
九
九
七
年
、
京
都
大
学
、
一
三
七
頁
。

︵
51
︶　
﹁
付
録
﹂﹃
京
都
大
学
文
学
部
五
十
年
史
﹄、
一
九
五
六
年
、
京
都
大

学文
学
部
、
三
九
八
頁
。

︵
52
︶　

京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
、﹃
京
都
大
学
百
年
史: 

総
説
編
﹄、

一
九
九
八
年
、
京
都
大
学
、
五
三
六
頁
。

︵
53
︶　

三
浦
ア
ン
ナ
は
キ
リ
ス
ト
教
図
像
学
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
美

術
史
研
究
者
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
ド
イ
ツ
初
の
女
性
の
神
学
博

士
と
な
っ
た
。
一
九
二
六
年
、
三
浦
耀
と
結
婚
し
来
日
。
一
九
三
一
年

の
夫
の
死
後
、
三
高
、
同
志
社
大
学
、
京
都
帝
国
大
学
の
講
師
を
へ

て
、一
九
五
八
年
に
立
教
大
学
教
授
と
な
っ
た
。﹃
日
本
人
名
大
辞
典
﹄、

二
〇
〇
九
年
、
講
談
社
。

︵
54
︶　

京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
、﹃
京
都
大
学
百
年
史: 

総
説
編
﹄、

一
九
九
八
年
、
京
都
大
学
、
五
三
六
頁
。

︵
55
︶　

マ
ロ
、エ
ク
ト
ー
ル
、
津
田
穣
訳
、﹃
家
な
き
娘︵
上
︶﹄、一
九
四
一
年
、

岩
波
書
店
。

︵
56
︶　

伊
吹
武
彦
、﹁
言
葉
か
ら
言
葉
へ
﹂、﹃N

A
N

ZA
N

 U
N

IV
ER

SITY

 B
U

LLETIN

﹄、
一
九
七
五
年
、
第
二
九
号
、
五
頁
。

︵
57
︶　

た
と
え
ば
、
梅
溪
昇
、﹃
お
雇
い
外
国
人
の
研
究
﹄、
青
史
出
版
、

二
〇
一
〇
年
。
フ
ラ
ン
ス
人
に
関
し
て
は
、
飯
田
史
也
、﹃
近
代
日
本

に
お
け
る
仏
語
系
専
門
学
術
人
材
の
研
究
﹄、風
間
書
房
、一
九
九
八
年
。

︵
58
︶　

菊
地
哲
彦
、﹁
都
市
表
象
の
政
治
学
と
反
＝
政
治
学
―
―
世
紀
転
換
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期
に
お
け
る
﹁
パ
リ
の
絵
葉
書
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂、﹃
年
報
社
会
学
論
集
﹄

第
一
八
号
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
、四
六
頁
。

︵
59
︶　

小
暮
修
三
、﹁
甦
る
戦
前
の
︿
海
女
﹀: 

絵
葉
書
に
写
る
︿
眼
差
し
﹀

の
社
会
的
変
遷
﹂、﹃
東
京
海
洋
大
学
研
究
報
告
﹄
第
一
〇
号
、

二
〇
一
四
年
、
六
頁
。

︵
60
︶　

小
暮
修
三
、
前
掲
、
七
頁
。

︵
61
︶　

西
向
宏
介
、﹁
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
絵
葉
書
﹂、﹃
広
島
県
立
文

書
館
紀
要
﹄
第
一
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
六
六
頁
。

︵
62
︶　

大
西
啓
子
、﹁
東
南
ア
ジ
ア
の
写
真
を
探
す
―
20
世
紀
初
頭
ま
で
の

都
市
の
写
真
― 

︵
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
紹
介
11
︶﹂、﹃
ア
ジ
ア
情
報

室
通
報
﹄
第
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、︵https://rnavi.ndl.go.jp/

asia/entry/bulletin6-2-2.php

、
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日
最
終
確
認
︶、

参
照
。
こ
の
短
報
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
国
別
に
書
籍
や
国
外
の
公
開

さ
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
い
る
。


